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空手道詳説（２９）

第２章 沖縄史の概説

４ 沖縄史の概略（その５．薩摩藩の琉球侵略）

（４）敗戦後の琉球

① 鹿児島から江戸へ

鹿児島に俘虜として幽閉された尚寧

王以下の一行は、翌1610年尚寧王と高

官たちが薩摩藩主の島津家久（忠恒）

に伴われ江戸へと向かった。

途上、駿府（駿河の国の国府、現在

の静岡市）にいた徳川家康に謁見した。

家康は1603年に江戸幕府を開いた後、

1605年に三男秀忠に将軍職を譲り、駿

府城に居住し大御所政治を展開してい

たため、家康への表敬は欠かせないも

のであった。

ところが、尚寧王に随行していた摂       

尚 寧 王 絵 図      政で弟君の具志頭朝盛（1578～1610 年、              

第二尚氏王統初めての摂政）が病を得て、

8月 21日この地で亡くなってしまった。この時、家康と尚寧が拝謁して2週間後と

あるから、家康拝謁は8月 7日前後となる。

尚寧王とっては、単に身内の死という悲しみとともに、いままで片腕となって国

政を司ってきた摂政の死には、大きな打撃を受けてしまった。

この思いを聞いた家康は、その死を哀れみ、特に命じて駿府の清見寺（清水区興

津、臨済宗妙心寺）で葬儀を行い葬らせたので、王子はその後「駿河王子」と呼ば

れるようになった。



清見寺は東海道街道沿いにあって、後の「江戸上り」（幕府への琉球使節団）の使

者は、必ず途上で清見寺を詣でるのが慣例となった。

墓所は現存するが、

遺骨は明治4年の廃藩

置県（1871年）後、朝

盛の子孫により沖縄の

小禄御殿墓（おろくう

どぅんばか、宜野湾市）

に分骨移葬されたと伝

わるが詳らかでない。

右は、清見寺の全容

を写した写真である。

手前に見える線路は

JR東海道本線で、更に手前には旧東海道があった。

8月 28日、一行は江戸城にて二代将軍・徳川秀忠に謁見した。

家久は、秀忠から琉球の支配権を承認された。更に、尚寧王に対し奄美諸島の割

譲を申し渡し、これを島津氏の直轄地とした。

以上によって、琉球国は徳川幕藩体制下に従属する状勢が、名実ともに成立する

ことになった。

以降、薩摩藩は琉球国に対し、政治、経済、対外交易、文化に至るまで徹底した

支配を強める中で、外見上は明の冊封国（独立国）として存続させる一方、対明貿

易をはじめとする収益を余すところなく吸い上げる仕組みを作り上げていった。

明言できることは、薩摩藩は、琉球への侵攻を目論んだその思惑どおり、着々と

実行に移したのである。

② 起請文のこと

   起請文（きしょうもん）だが、「起請」とは広辞苑によれば「神仏に誓いを立て、自

分の行為・言説に偽りの

ない旨を記すこと。また

その文書。」とある。誓い

を立てる部分を「前書」、

神仏を称して偽れば天罰

被ると呪詛をかける部分

を「神文」という。

島津家久藩主に提出し

起請文は、「島津家文書」



の中に残っていて、国宝に指定されているのが、上部の写真である。

  この文書からでは読み取り難いと思うので、「喜安日記」の中に記載（65～67頁）

あったので、次に文章を掲載する。

既述のとおり、起請文への署名は9月 19日である。しかし、遡る10日には「琉球

国知行高目録」により89000石（籾高、籾による石数。後に誤りが分かり3000石減石）

の年貢米と、膨大な特産品の物納が示達されている。

この起請文提出をもって、島津氏から尚寧が琉球の地領を安堵されるという、極め

て屈辱的な関係が成立し、独善的でかつ高圧的な治世は徳川幕府承認のもとに開始さ

れた。

申し訳ないが、筆者は漢文の素養に乏しく、現代文に置き換えて説明するのには、

誤った表現となっては失礼にあたる。掲載文は、読者諸氏のご高見によってご理解い

ただきたいことご容赦あれ。

  起請文は、尚寧王の分と、他の高官たちが署名したものと二通あって、文面にも差

異がる。
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